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大腸癌の深達度診断において特に超音波内視鏡（EUS）が有用であった４症例を呈示した。（症例ｌ）

は腫傷エコーは第１，２層に限局し粘膜内病変と診断が可能であり，（症例２）と（症例３）では腫傷エ

コーは第３層の深層まで浸潤しており，第４層の肥厚や上方へつりあがる所見からともにsm2からｓｍ３

の診断であった。また（症例４）では第３層まで深く浸潤した腫傷エコーは，つりあがって肥厚した第

４層と広い範囲で接しておりpmmassiveと診断した。いずれの症例も切除後の病理組織像とよく相関

しており，また症例２，３，４では腫傷辺縁のエコーパターンからＮＰＧ癌とＰＧ癌の推測にも有用であ

った。ＥＵＳを用いた大腸癌の壁深達度診断は，腫傷エコーの浸潤レベルだけでなく，間接所見としてそ

の周囲の層構造の変化にも着目すべきであり，それによりさらに正確な深達度診断が可能と考えられた。
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摘され近医を受診したところＳ状結腸に腫傷が認めら

れ手術適応との判断で患者の希望により当院外科に転

院となった。術前検査のため当科で注腸Ｘ線検査（図

1a）を施行したところ，Ｓ状結腸に径20mmの隆起性病

変がみられ，表面には大きさの不揃いな結節があり結

節集淡様大腸病変と診断した。側面変形はみられなか

った。大腸内視鏡所見（図1b）では発赤を伴い，一部

粗大な結節がみられＳｍ浸潤も否定できなかった。し

はじめに

大腸疾患の診断法として，従来から行われている注

腸Ｘ線検査や大腸内視鏡検査に加え，近年になって超

音波内視鏡（EUS）の有用性が報告されている。大腸

ＥＵＳのおもな役割は癌の壁深達度診断とリンパ節転

移診断であるが，特に最近では粘膜内病変にたいして

内視鏡的粘膜切除術が積極的に行われるようになり

、癌かＳｍ癌かの診断が重要であったり，また直腸癌

では外科的手術の中でも進行度により治療方針が異な

り様々な術式が選択されるため，より正確な診断が必

要である。今回は当科で最近経験した大腸癌のうち

ＥＵＳが壁深達度診断において有用であった４例を呈

示し，検討を加えたので報告する。

Ｉ症例

（症例１）
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図１ａ,ｂ：症例１注腸Ｘ線および内視鏡所見。ｓ状

結腸に径20mmの結節集族様大腸病変がみら
れる。
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